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Abstract
Although many previous studies have focused on the association between beauty and happiness, there have been few 

studies on the association between variation in the evaluation of beauty and happiness. The purpose of this study was to 
examine the association between variation in the evaluation of beauty and happiness in Japan, England and China. We used 
data from a cross-sectional survey of 1,500 women of between 20 and 69 years of age, which was collected online in Japan, 
England and China. We performed logistic regression to calculate the odds ratios and 95% confidence intervals for happi-
ness. We found that after controlling for the socio-economic status, the odds ratios (95% confidence intervals) for happiness 
in individuals with a physically beautiful appearance (in comparison to non-beautiful individuals) at both the present time 
and 15 years previously were 4.70 (1.72–12.82), 4.38 (2.23–8.60), 10.60 (4.67–24.06) in Japan, England and China, respec-
tively. The results indicated that higher subjective beauty was intertemporally associated with higher happiness in Japan, 
England and China. Further studies should be performed to investigate the association between the intertemporal evaluation 
of beauty and happiness.
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1. 緒 言

幸福度は，個人の生活の質や豊かさを反映する尺度と
して，また，健康状態や生存率を反映する健康尺度とし
ても，重要な指標の一つである。昨今，幸福度と関連す
る要因分析の研究が蓄積されてきている。先行研究で
は，人口統計学的要因については，年齢要因は U字形
を示し，加齢とともに幸福度は低下し，40歳前後で幸
福度は最小となり，その後は加齢とともに幸福度は高く
なることを示している 1）。また，女性であること 1），既
婚であること 2–5）は，高い幸福度と関連があることが示
されている。社会経済的要因については，高収入 1, 2, 4–7），
高資産 8），高学歴 1, 2），常勤雇用であること 5）は，幸福度
が高く，無職 1, 2）は低い幸福度と関連があることが明ら
かにされている。情緒的サポートを受け取ることや，社
会的イベントへの参加は，高い幸福度と関連がある 9）。
さらに，主観的健康観が高いことは高い幸福度と関連が
あり 2, 5），不安や抑うつは低い幸福度と関連があること

が示されている 2）。
さらに，幸福度と関連する要因として，美に焦点を当
てる先行研究も蓄積されてきている。外見の美しさや魅
力は，高い幸福度と関連がある 10–12）。Gupta et al.10）は，
高校卒業アルバムの顔写真を本人でない別の評価者が評
価したうえで，顔写真の魅力と心理的幸福度とが有意に
正に関連していることを明らかにしている。顔の魅力の
1標準偏差の増加は，心理的幸福度を0.055標準偏差の
大きさ分，増加させることを明らかにしている。また，
Hamermesh and Abrevaya11）は，個人の外見が生活満足度
と幸福度に及ぼす影響を分析している。美の1標準偏差
は，追加的な満足・幸福度を，男性では約0.08標準偏
差，女性では約0.07標準偏差の大きさ分，増加させる
ことを明らかにしている。さらに，美は労働市場での賃
金にも関連し，外見の美しさや魅力が高いことは高賃金
と関連し，美しいことによる賃金引き上げ効果（ビュー
ティ・プレミアム）を通じて，美は幸福度とも密接に関
連することが示唆されている 13–15）。
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